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2026年度天皇杯・皇后杯の
主な変更点について



2026年度天皇杯・皇后杯の主な変更点
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2025年度（変更前） 2026年度（変更後）

選出
基準

前年度の全日本大学バスケットボール選手権大会
（インカレ）優勝チームが所属する地区の当該年度
の選手権大会（春季大会）上位3チームに１枠ずつ

前年度の全日本大学バスケットボール選手権大会
（インカレ）の上位３チームが所属する地区の当該
年度の選手権大会（春季大会）の成績上位順

推薦
枠数

３チーム ３チーム（変更無し）

補足

2026年度は、前年度（2025-26）の全日本大学バス
ケットボール選手権大会（インカレ）の上位３チーム
が関東学連に所属するチームだったため、関東学
連所属の３チームが出場枠を得る。

■皇后杯の大学推薦枠の選出方法

＜例＞
【前年度のインカレの結果が以下だった場合】
◆１位：関東学連_所属チーム、２位：九州学連_所属チーム、３位：関東学連_所属チーム

2025年度（変更前） 2026年度（変更後）

例

【今年度の選手権大会（春季大会）の成績上位順】
◇関東学連_所属チームから３チーム

【今年度の選手権大会（春季大会）の成績上位順】
◇関東学連_所属チームから２チーム
◇九州学連_所属チームから１チーム
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2025年度（変更前） 2026年度（変更後）

外国籍選手の
登録可能数

１チーム合計２名以内 １チーム合計３名以内

帰化選手／
アジア特別枠選手

・帰化選手は上記、外国籍選手とは別に
1名まで登録可能
・Bリーグのアジア特別枠選手は上記、外
国籍選手数に含める

・帰化選手またはアジア特別枠選手については、
上記、外国籍選手とは別に１名まで登録可能。
※アジア特別枠選手は競技運用上（オン・ザ・コー
トルール）において外国籍選手として取り扱う

オン・ザ・コート
ルール

オン・ザ・コート １ （変更無し）
◆試合中、同時にプレーできる外国籍選手は、1チーム合計1名以内とする。
◆アジア特別枠選手は競技運用上（オン・ザ・コートルール）において外国籍選手として取り扱う
◆帰化選手については、同時にプレーできる人数を1名以内とし、外国籍選手1名と同時にプ
レーすることができる。

■天皇杯の外国籍選手の登録（エントリー）数

【変更のポイント】
＜登録（エントリー）＞
◆外国籍選手の登録（エントリー）数が３名以内となった。
◆登録（エントリー）上では、Bリーグのアジア特別枠選手は外国籍選手には含まれない。
そのため、最大で外国籍選手３名＋アジア特別枠選手１名の登録（エントリー）が可能
◆帰化選手とアジア特別枠選手の同時登録はできない。
＜オン・ザ・コートルール＞
◇オン・ザ・コートルールの変更は無し。（オン・ザ・コート１）
◇Bリーグのアジア特別枠選手と外国籍選手は同時にはプレーできない。
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